
　
富
士
山
噴
火
に
備
え
た

防
災
対
策
は
。

　
灰
は
鋭
い
角
の
あ
る
ガ

ラ
ス
や
鉱
物
結
晶
で
あ
り
、

肺
な
ど
に
入
る
と
呼
吸
困
難

や
肺
気
腫
を
起
こ
す
場
合
が

あ
る
。
火
山
灰
が
電
線
に
付

着
し
雨
に
濡
れ
る
と
が
い
し

か
ら
漏
電
し
て
停
電
が
起
き

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
降
灰
状
況
を
市
民
へ
周
知

し
、
マ
ス
ク
や
ゴ
ー
グ
ル
着

用
な
ど
取
る
べ
き
行
動
を
発

信
す
る
。

　
火
山
灰
の
処
分
は
。

　
法
令
上
、
火
山
灰
は
廃

棄
物
で
は
な
い
た
め
、
環
境

セ
ン
タ
ー
で
は
処
理
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
国
・
県
な
ど

の
方
針
や
各
自
治
体
の
状
況

を
勘
案
し
な
が
ら
本
市
に
あ

っ
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努

め
る
。

地
域
の
絆
を
支
え
る

自
治
組
織

　
今
後
の
支
援
は
。

　

運
営
費
補
助
金
は
、

13
万
1
千
円
を
基
礎
額
と
し

各
自
治
組
織
の
区
域
内
に
お

け
る
住
民
登
録
世
帯
数
へ

１
５
０
円
を
乗
じ
た
金
額
が

基
準
で
あ
る
。
今
後
は
各
自

治
組
織
の
声
を
参
考
に
よ
り

利
用
し
や
す
い
制
度
と
な
る

よ
う
、
協
議
を
進
め
る
。

次
世
代
へ
つ
な
ぐ

博
物
館

　
充
実
に
向
け
、
今
後
の

取
り
組
み
は
。

　
周
知
啓
発
や
人
的
支
援
、

物
品
販
売
、
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
市
民
が
親
し
み
を
持
っ

て
学
べ
る
、
地
域
交
流
の
場

に
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
。

一 般 質 問 一 般 質 問
　
大
規
模
地
震
発
生
後
の

通
電
火
災
に
つ
い
て
大
き
な

問
題
と
考
え
る
。
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
の
有
効
性
が
国
や
消

防
庁
等
か
ら
も
示
さ
れ
て
い

る
が
、
一
般
家
庭
へ
の
普
及

は
十
分
と
は
言
え
な
い
こ
と

か
ら
補
助
制
度
を
創
設
し
て

ほ
し
い
。

　
補
助
の
創
設
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
現
在
の
市
内
経
済
に
対

す
る
市
の
認
識
は
。

　
本
市
に
お
い
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の
物

価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
消

費
の
落
ち
込
み
は
、
深
刻
な

状
況
と
認
識
し
て
お
り
、
市

民
や
事
業
者
と
も
大
き
な
影

響
が
想
定
さ
れ
る
。
市
内
の

経
済
状
況
は
今
後
も
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
7
月
1
日
か
ら
使
用
が

始
ま
る
ク
ー
ポ
ン
券
の
意
義

は
。

　
令
和
8
年
度
の
ク
ー
ポ

ン
券
は
令
和
6
年
度
と
比
べ
、

一
人
当
た
り
の
給
付
を
１
千

円
増
額
し
、
４
千
円
と
し
た

ほ
か
、
使
用
期
間
を
2
ヵ
月

延
長
す
る
な
ど
、
よ
り
高
い

経
済
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

制
度
設
計
を
行
っ
た
。

　
本
事
業
は
、
市
民
へ
の
経

済
的
支
援
に
加
え
、
市
内
事

業
者
に
お
け
る
消
費
拡
大
や

地
域
内
経
済
循
環
の
促
進
を

　
ス
テ
ラ
等
に
比
べ
利
用

料
が
最
大
6
倍
と
割
高
で
市

民
の
利
用
を
阻
害
し
て
い
る
。

基
本
料
金
の
引
き
下
げ
や
営

利
加
算
の
見
直
し
は
。

　
負
担
感
が
市
民
利
用
の

促
進
に
結
び
つ
か
な
い
一
因

と
認
識
し
て
い
る
。
来
年
7

月
オ
ー
プ
ン
の
新
施
設
と
同

様
な
時
期
に
見
直
し
を
進
め

る
た
め
、
速
や
か
に
改
正
準

備
に
着
手
す
る
。

災
害
時
の
車
中
泊
避
難

へ
の
対
応

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
や

ペ
ッ
ト
同
行
等
の
理
由
で
車

中
泊
を
選
ぶ
市
民
が
い
る
。

市
と
民
間
施
設
が
協
定
し
た

安
全
な
ス
ポ
ッ
ト
の
確
保
は
。

　
指
定
避
難
所
で
は
、
巡

回
に
よ
る
健
康
相
談
や
情
報

把
握
な
ど
一
元
的
な
支
援
に

努
め
る
。
民
間
協
定
は
設
備

や
人
員
に
課
題
が
あ
る
が
、

多
様
化
す
る
避
難
者
へ
の
支

援
を
検
討
し
て
い
く
。

　
市
街
地
の
真
ん
中
に
残

さ
れ
た
貴
重
な
緑
の
整
備
を
。

公
有
地
化
で
き
な
い
か
。

　
今
後
も
土
地
使
用
貸
借

契
約
を
遵
守
し
、
広
場
を
利

用
す
る
人
の
安
全
に
配
慮
し
、

適
切
な
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

　
公
有
地
化
に
つ
い
て
は
、

土
地
所
有
者
で
あ
る
聖
路
加

財
団
の
意
向
を
尊
重
す
べ
き

こ
と
か
ら
難
し
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。

国
家
情
報
局
と

大
井
通
信
所

　

基
地
強き
ょ
う

堪た
ん
化か

と
攻
撃

目
標
と
さ
れ
る
こ
と
に
対
す

る
市
民
の
不
安
へ
の
対
応
は
。

　
必
要
に
応
じ
て
国
に
対

し
て
働
き
か
け
て
い
く
と
と

も
に
、
国
や
関
係
機
関
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
法
案
成
立
に
よ
る
周
辺
住

民
へ
の
監
視
や
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
侵
害
は
想
定
し
難
い
と
認

識
し
て
い
る
。

　
特
殊
詐
欺

の
件
数
は
。

　
本
市
の
特

殊
詐
欺
認
知
件

数
は
令
和
7
年

51
件
、
被
害
額

は
約
１
億
２
千�

万
円
で
あ
る
。

　
特
殊
詐
欺
の
傾
向
は
。

　
特
に
多
い
の
は
オ
レ
オ

レ
詐
欺
で
あ
る
。
令
和
7
年

の
県
内
の
高
齢
者
の
被
害
割

合
は
70
・
６
％
と
さ
れ
て
お

り
、
よ
り
手
口
が
巧
妙
化
し
、

複
雑
化
し
て
い
る
。

　
被
害
防
止
に
向
け
た
啓

発
活
動
は
。

　
防
犯
講
話
や
啓
発
活
動

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
へ
電
話
機
用
注
意
喚
起

ポ
ッ
プ
を
配
布
し
、
特
殊
詐

欺
被
害
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
も
啓
発
を
継
続
し
て
い

く
。

　
東
入
間
警
察
署
、
自
治

組
織
等
と
の
連
携
は
。

　
情
報
共
有
や
共
同
啓
発

日
陰
の
あ
る
公
園
を

増
や
せ
な
い
か

　
ベ
ン
チ
周
辺
の
日
陰
整

備
は
優
先
的
に
進
め
や
す
い

取
り
組
み
の
一
つ
で
は
な
い

か
。

　
今
後
ベ
ン
チ
周
辺
の
日

陰
確
保
に
つ
い
て
は
日
陰
が

生
じ
る
位
置
を
考
慮
し
設
置

し
て
い
く
。

　
低
コ
ス
ト
で
導
入
で
き

る
簡
易
日
除
け
に
つ
い
て
取

り
組
み
が
可
能
か
。

　
公
園
で
安
全
に
使
用
で

き
る
製
品
開
発
の
動
向
な
ど

を
注
視
し
な
が
ら
対
策
を
検

討
し
て
い
く
。

　
今
後
の
整
備
方
針
と
し

て
日
陰
整
備
を
進
め
る
考
え

は
あ
る
か
。

　
更
新
整
備
工
事
な
ど
を

実
施
す
る
際
に
は
、
日
陰
の

確
保
が
で
き
る
よ
う
な
施
設

や
樹
木
の
配
置
な
ど
を
検
討

し
て
い
く
。

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。市

役
所
の

新
駐
車
場
方
式

　
こ
れ
ま
で
と
変
わ
っ
た

点
は
。

　
昨
今
の
Ｄ
Ｘ
化
に
伴
い
、

Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
式
駐
車
場
を
導

入
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
車
寄
せ
に
よ

る
接
触
防
止
や
駐
車
券
紛
失

な
ど
安
全
性
や
利
便
性
の
向

上
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、
Ａ
Ｉ

カ
メ
ラ
式
に
よ
り
防
犯
効
果

の
向
上
も
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
有
料
で
利
用
し
た

場
合
、
夜
間
の
最
大
料
金
が

軽
減
さ
れ
て
い
る
。

期
日
前
投
票
へ

循
環
ワ
ゴ
ン
無
料
化

　
投
票
率
を
上
げ
る
た
め
、

投
票
済
証
明
書
等
の
提
示
に

よ
る
選
挙
割
が
で
き
な
い
か
。

　
運
行
の
煩
雑
化
等
の
課

題
も
あ
る
た
め
他
市
の
状
況

を
調
査
研
究
す
る
。

　
無
料
化
に
伴
う
財
政
的

措
置
は
。

　
国
・
県
の
選
挙
は
全
額
、

市
の
選
挙
は
２
分
の
１
が
交

付
税
措
置
さ
れ
る
。 

障
が
い
者
を
抱
え
る

高
齢
者
世
帯
へ
の
支
援

　
相
談
体
制
の
連
携
強
化

と
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
も
っ
と

使
い
や
す
く
し
て
は
。

　
親
亡
き
後
を
見
据
え
た

対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
関
係
機
関
の
連
携
強
化

と
相
談
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
共
生
社
会
の
実
現
を

進
め
て
い
く
。

を
行
い
、
関
係
団
体
と
連
携

し
た
事
業
展
開
を
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
安
心
の
た
め

の
終
活
支
援

　
課
題
と
取
り
組
み
は
。

　
将
来
へ
の
不
安
を
抱
え

る
高
齢
者
へ
の
支
援
が
課
題

で
あ
り
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
、
ふ
じ
み
野
み

ら
い
サ
ポ
ー
ト
を
開
始
し
た
。

見
守
り
支
援
や
死
後
事
務
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
周
知
、
普
及
啓

発
は
。

　
終
活
講
座
や
出
前
講
座

で
ふ
じ
み
野
み
ら
い
サ
ポ
ー

ト
や
成
年
後
見
制
度
の
周
知

を
図
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

野
口　
一
也 

議
員

富
士
山
噴
火
に
備
え

た
防
災
対
策

金
濵　
高
顕 

議
員

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

補
助

川
島　
秀
男 

議
員

市
内
経
済
と
消
費
活

性
化
ク
ー
ポ
ン
券

民
部　
佳
代 

議
員

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

の
料
金
改
定
は

塚
越　
洋
一 

議
員

市
民
憩
の
森

ど
う
な
る 前

田　
広
子 

議
員

特
殊
詐
欺
被
害
防
止

対
策
の
推
進

アプリで特殊詐欺対策を!

出庫前に精算を

南側地域の文化の発信地

噴火に対する備えを
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